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1.緒 言 

脳卒中の後遺症として片麻痺が残る場合，歩行時に足のつま先を上げることができない下垂足を生じること

がある．これに対して FES を用いた歩行再建法があるが，電気刺激の制御タイミングとして遊脚期の検出が

必要である．従来，遊脚期の検出は足底に装着した接触センサによって行われていたが，この方法では違和感

や耐久での問題がある．そこで非接触センサと Neural Network(以下 N.N.)を組み合わせ遊脚期の推定を行う

方法を検討した．その結果，健常者の遊脚期検出は可能であったが，実用化のためには検出精度が低く，また

実際の患者に対する有用性は未知数であった．本研究では遊脚期推定の検出精度の向上，そして下垂足患者の

遊脚期検出の検出精度についての検証を目的とする． 
 

2.実験システム 
遊脚期検出システムとその装着図を Fig.1 に示す．本シス

テムは非接触・接触の各センサ，非接触センサのノイズ除去

用のローパスフィルタ(以下 LPF)，H8 マイコン，データロガ

ーによって構成され，学習用データの取得とマイコン上での

N.N.構築，および遊脚期の推定を行う．なお，システムはコ

ンパクト化を図り再設計し LPF については遮断周波数が先行

研究で使用した 10[Hz]のものと新たに 5[Hz]のものを用意し遊

脚期検出精度について比較を行った 
 

3.実験結果 
 5[Hz]の LPF を使用し健常者の遊脚期推定実験を行い，先行研

究での結果と比較したところ，Fig.2 に示すように遊脚期開始時に

ついて，推定遊脚期と実際の遊脚期との時間差の減少など検出精

度の向上が見られた．また健常者が患者の行う歩行を模倣した，

歩行中脚を大きく横に振るような歩行について，5[Hz]LPF を使

用した遊脚期検出を行ったところ，遊脚期を検出することができ，

検出ミスを防止することができた．これらは LPF により非接触セ

ンサ信号の高周波成分が取り除かれたことによる者であると考え

られる． 
 
4.結 言 

本研究で開発した 5[Hz]の LPF を使用した遊脚期検出システムは，先行研究で 10[Hz]の LPF を使用した

遊脚期検出システムと比較して通常歩行，あるいは下垂足患者が行うような歩行においても遊脚期検出が可能

で，遊脚期推定の時間的遅れもほぼ減少し遊脚期検出システムとして有効であることが確認された． 
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Fig. 1 実験システムと装着図 

Fig. 2 ヒストグラムによる遊脚期検出の比較 
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(a) Swing phase beginning timing

(b) Swing phase end timing


